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酬広鞠』院転読き（2）

汚
染
が
す
す
む
ク
遠
賀
川
〟

守
る
の
は
あ
な
た
で
す

水
は
私
た
ち
の
生
酒
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
き
れ
い
な
川
や
準

辺
は
、
私
た
ち
に
安
ら
ぎ
と
潤
い
を
与
え
、

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
川
や
海
の
汚
染
源
と
し

て
『
生
酒
排
水
』
（
炊
事
、
洗
濯
、
風
呂
な

ど
の
排
水
）
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

一
世
帯
こ
と
の
汚
染
度
は
小
さ
く
て
も
、

積
も
り
積
も
れ
ば
大
き
な
環
境
汚
染
を
引
き

起
こ
す
も
と
に
な
り
ま
す
。

●石けんを使いましょう。

●よく計って使いましょう。

●食用廃油を流さないようにしまし
ょう。

●ｒ流し」には、目の細い網などをつ
けて、食品カスなど流さないよう
にしましょう。
●食品カスは残飯入れに移し、コミとして
出しましょう。

生
活
排
水
が
直
撃

汚
れ
目
立
つ
市
街
地

九
州
地
方
建
設
局
が
七
月
下
旬

か
ら
八
月
に
か
け
て
九
州
の
一
級

河
川
（
二
十
河
川
）
・
百
十
五
地

点
を
、
水
生
生
物
に
よ
る
水
質
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
「
汚
い
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水
」
と
判
定
さ
れ
た
の
は

遠
賀
川
、
矢
部
川
、
筑
後

川
、
肝
属
川
（
鹿
児
島
県
）

の
四
河
川
の
計
十
地
点
で

し
た
。
い
ず
れ
も
調
査

地
点
が
市
街
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
「
生

酒
雑
排
水
の
影
響

で
河
川
の
汚
濁

が
進
ん
で
い
る

」
と
分
析
し
て

い
ま
す
。

調
査
方
法
は
、
河
川
に
生
息
す
る
サ
ワ
ガ

ｌ
「
カ
ゲ
ロ
ウ
な
ど
生
物
十
三
種
類
の
有
無

で
「
き
れ
い
な
水
」
　
「
少
し
汚
れ
た
水
」
　
「

汚
い
水
」
「
大
変
汚
い
水
」
の
四
ラ
ン
ク
に

分
け
て
判
定
し
ま
し
た
。

「
汚
い
水
」
と
判
定
さ
れ
た
遠
賀
川
の
調

査
地
点
は
、
飯
塚
市
と
直
方
市
で
し
た
。

生
活
排
水
は

で
き
る
だ
け
少
な
く

か
炊
事
の
と
き
の
心
掛
け
〟

と
こ
ろ
で
、
水
の
大
切
さ
ば
理
解
し
て
い

て
も
、
一
度
使
っ
た
水
の
行
方
は
と
い
う
と

意
外
と
関
心
が
な
い
も
の
で
す
。
生
活
排
水

と
川
や
海
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

生
活
排
水
の
う
ち
、
炊
事
の
と
き
に
出
る

米
の
と
ぎ
汁
や
野
菜
く
ず
、
魚
の
血
水
、
食

品
の
残
り
も
の
、
廃
食
用
油
、
食
器
を
洗
っ

た
と
き
に
出
る
排
水
は
、
川
や
海
の
大
き
な

汚
染
源
に
な
り
ま
す
。

食
品
に
含
ま
れ
る
汚
染
度
を
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
と
い
う
指
榛
で
表

し
て
み
ま
す
。
こ
れ
は
、
水
が
有
機
物
に
よ

っ
て
ど
れ
だ
け
汚
染
さ
れ
て
い
る
か
を
示
す

値
で
す
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
汚
染
が
惑
化
し

て
い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
図
の
よ
う
に
、

食
べ
も
の
に
含
ま
れ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
非
常
に
高

い
濃
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
む
や
み
に
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
台
所
で
は
次
の

よ
う
な
こ
と
費
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

①
流
し
台
に
は
日
の
細
か
い
網
を
備
え
、
調

理
く
ず
や
食
べ
残
し
は
よ
く
水
を
切
り
、

ゴ
ミ
と
し
て
出
す
か
、
埋
め
る
。

㊥
汚
れ
の
ひ
ど
い
食
器
や
な
べ
な
ど
は
、
ま

ず
紙
で
ふ
き
取
っ
て
か
ら
洗
う

④
使
い
古
し
の
天
ぷ
ら
油
は
、
流
さ
な
い
で

古
新
聞
な
ど
に
吸
い
込
ま
せ
、
ゴ
ミ
と
し

て
出
す

④
残
り
物
が
出
な
い
よ
う
に
、
量
を
考
え
て

調
理
す
る

“食品に含まれるＢＯＤ”

只
幽
日本酒

200，000咽／8

与整
ラーメンの汁

20，000欄／ｌ

．′－、
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自動車に乗ったら斗シートベルトや

バイクを運転する

ときはもヘルメットや

10月　が死者数の最高

死者数が最も多かった月は、10月の915人、最も少なかった

月は、2月の595人でした。また、1週間で死者数を見ると、

月曜日から金曜日の平均が24．3人であるのに対し、土・日曜

日の平均は27．9人でした。行楽の秋、ウィークデーのお出か
けは十分注意が必要です。

「速度」「わき見」「飲酒」で高い死亡率

24 ．1

20

1 5

10

5

致
死
率

達 速

度

わ 飲

酒
反 き
別 見

死亡事故の41．5％が、「速度」「

わき見」「飾酉」の違反をした時に

起きています。特に「速度違反」で

の死亡事故は、2，131件と全体の24．1

％を占め、次に「わき見」797件（9．0

％）、「飲酒」738件Ｃ8．4％）の噸

となっております。

死亡事故は、あなた自身で必ず防
ぐこ－とができます。

死者の3割が20歳代以下

殺
人
犯
は
「
速
度
」
「
わ
き
み
」

暑
～
い
夏
が
終
り
、
行
楽
の
秋
が
や
っ
て
釆
ま
し
た
。
家
族
で
ち
ょ

っ
と
ド
ラ
イ
ブ
　
ー
　
で
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
狭
い
日
本
に
は
人

や
事
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

八
月
ま
で
に
発
生
し
た
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
は
県
内
で
二
百
十

三
人
、
全
国
で
十
一
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
月
三
十
日
ま
で
は
『
秋
の
交
通
安
全
運
動
』
　
－
　
こ
の
機
会
に
昭
和

六
十
年
交
通
安
全
白
書
か
ら
交
通
事
故
の
発
生
状
況
を
見
て
み
ま
し
た
。

守
守
秒

0
0
0
0
0
0
0
0
0

◎
㊤
臆
胎
死
濫
紀
恥
④

お年寄りの歩行中の事故が増加
状態別の死者数を見ると、自動車乗車中が3，266人（35．3％）、歩行中が2，656人（28．7％〕

自動二輪車乗車中が2，340人Ｃ25．3％）でした。前年に比べると、歩行中が80人増えています

が、特に60歳以上の万が131人も増え、最大の犠牲者は、お年寄りと言えます0

次に、死者数を年齢別に見ると、20歳代が1，551人（16．7％）、16歳から19歳までが1．447人

（15．9％）、50歳代が1，203人（13．0％）、の順でした。ここでも前年に比べると、60歳以上

の方が193人増えています。

年齢層別・状態別交通事故死者数　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
区　分

年

15　　　 歳　　　 以　　　 下 16　　 歳　　 ～　　 24　　 歳

総　 数 自動 車
乗 車 中

妄 筆 君 自転 車
乗 用 中 歩 行 中 そ の 他 総　 数 臭 掌 君 二 輪 車

乗 車 中
自 転 車
乗 用 中 歩 行 中 そ の 他

59 6 99 9 6 55 15 1 3 97 － 2，42 3 1，0 8 6 1，2 17 50 69 1

60 6 32 9 6 55 12 7 3 53 1 2，52 8 1 ，0 6 2 1，35 2 57 55 2

区　 分

年

25　　 歳　　 ～　　 59　　 歳 6 0　　　 歳　　　 以　　　 上

総　 数 皇 軍 葦 妄 掌 君 自 転 車
乗 用 中

歩 行 中 そ の 他 総　 数 自 動 車
乗 車 中

二 輪 車
乗 車 中

墓 悪 書 歩 行 中 そ の 他

59 3，8 71 1．93 2 69 6 2 96 93 7 1 0 2，26 9 2 77 35 4 45 0 1，17 3 15

60 3，6 39 1，78 8 60 6 2 84 94 4 1 7 2，4 6 2 3 20 32 7 49 7 1，30 4 14

（注）　警察庁資料による。



対話の合い間に、おみやげの

もまんじゆうヽの説明が入る

など、なごやかな意見交換が

行なわれました。
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五
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
対
話
の
つ
ど
い
」
は
、
知
事
が
各
界
各

層
の
生
の
声
を
直
接
聴
き
、
県
政
に
反
映
し

よ
う
と
、
年
に
二
十
六
回
ほ
ど
開
か
れ
て
い

ま
す
。
と
も
し
び
の
会
は
、
点
訳
や
朗
読
、

手
話
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、
広
報

や
小
説
、
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
朗
読
、
小
説
の

点
訳
、
手
話
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会

員
は
現
在
、
点
訳
二
十
四
人
、
朗
墾
一
十
九

人
、
手
話
十
五
人
で
す
。

こ
の
日
は
会
員
代
表
十
九
人
と
伊
藤
町
長

や
県
・
町
の
行
政
関
係
者
が
出
席
、
服
部
幸

子
さ
ん
が
点
訳
、
岡
滝
子
さ
ん
と
小
田
光
江

さ
ん
が
朗
読
、
川
原
和
美
さ
ん
が
手
話
に
つ

い
て
の
洒
動
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
意
見

交
換
で
は
会
員
の
体
験
に
も
と
ず
い
て
『
障

害
者
の
立
場
に
な
っ
て
、
き
め
こ
ま
か
い
行

政
を
』
と
、
知
事
に
要
望
を
述
べ
ま
し
た
。

奥
田
知
事
は
、
『
行
政
の
力
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
、
み
な
さ
ん
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
活

動
の
輪
が
県
円
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
今
後
と
も
障
害
者
の
よ
き
協
力
者

で
あ
っ
て
ほ
し
い
』
と
、
会
員
ら
の
労
苦
を

ね
ぎ
ら
い
今
後
の
清
動
を
期
待
し
ま
し
た
。

953人が熱戦を展開

スポーツ少年団総合競技大会

熱戦のバレーボール大会

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
、
夏
休
み

を
利
用
し
て
清
発
な

清
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
絵
ま

と
め
と
し
て
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
水
泳
、
剣

道
、
野
球
の
四
ス
ポ元気にスタートを切る水泳大会

ー
ツ
少
年
団
の
競
技
大
会
が
九
月
七
日
（
剣

道
は
十
四
日
）
開
か
れ
ま
し
た
。

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
▽
四
年
の
部
1
－
①

頃
宋
璽
口
田
　
▽
五
年
の
部
－
1
①
吉
田
⑧

猪
鮨
　
▽
六
年
の
部
＝
①
頃
宋
⑪
伊
左
塵

【
水
泳
】
　
▽
五
十
別
自
由
形
男
子
＝
①
森

本
宏
太
（
四
年
・
頃
宋
）
㊥
嶺
畢
彦
（
六
年
・

頃
宋
）
　
▽
同
女
子
＝
①
高
橋
純
江
（
四
年

・
机
）
㊤
小
林
崇
子
（
六
年
・
机
）
　
▽
同

中
学
男
子
①
＝
－
岩
崎
剛
（
中
一
・
机
）
⑧
遠

坂
拓
（
申
「
机
）
　
▽
百
例
自
由
形
男
子

＝
①
渡
辺
博
（
六
年
・
猪
熊
）
㊥
大
場
了
（

六
年
・
猪
熊
）
　
▽
同
女
子
＝
①
渡
部
宮
子

（
六
年
・
猪
熊
）
⑧
山
形
美
和
（
六
年
・
猪

熊
）
　
▽
同
中
学
男
子
Ｈ
Ｈ
①
前
田
正
格
（
中

二
・
猪
熊
）
③
産
藤
俊
一
郎
（
中
三
・
猪
熊
）

▽
同
女
子
＝
①
岳
藤
手
佳
（
中
一
・
机
）
⑧

前
田
直
美
（
中
一
・
猪
熊
）
　
▽
五
十
刑
平

泳
男
ヱ
1
①
和
田
貞
市
（
五
年
・
吉
田
）
⑧

大
本
仁
（
六
年
・
机
）
　
▽
同
室
¶
①
川

崎
朱
美
（
六
年
・
伊
左
座
）
⑧
限
井
友
紀
（

五
年
・
机
）
　
▽
二
百
椚
リ
レ
ー
Ｈ
①
机
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
㊥
猪
熊
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

／‾＼
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葦≡‖∴「‘‘；
夏
休
み
最
後
の
八
月
三
十
一
日
、
福
岡
市

の
平
和
台
陸
上
顛
技
場
で
朝
日
選
抜
陸
上
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
出
場
し

た
水
巻
南
中
学
校
の
女
子
が
四
百
㍍
リ
レ
ー

で
、
県
内
中
学
生
の
新
記
録
（
5
0
秒
7
）
を

出
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。

参
加
選
手
は
、
▽
水
元
壌
子
（
三
年
・
伊

左
塵
）
▽
吉
田
由
佳
（
三
年
・
青
田
本
村
）

▽
森
奈
津
子
（
三
年
・
美
音
野
団
地
）
▽
西

原
真
由
美
（
二
年
・
み
ず
ほ
団
地
）

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

女
子
・
総
合
優
勝

福
岡
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
七
月
三

十
一
日
、
飯
塚
市
営
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
県
下
か
ら
地
区
予
選
を
勝
ち
披
い

た
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
参
郡
二
ハ
十
五

女子400〝ｚリレーで県内中学生の新記録を出し優勝

した選手。右から水元さん、吉田さん、西原さん、森

さん。

へ

【
剣
道
】
　
▽
四
年
男
子
堤
の
甲
川
聴
史
（

吉
田
）
㊥
船
津
猛
（
伊
左
座
）
　
▽
同
女
子
1
1

①
永
沼
香
織
（
伊
左
座
）
⑧
鈴
木
智
子
（
頃

宋
）
　
▽
五
年
男
子
Ｈ
①
宋
藤
幸
樹
（
頃
宋
）

⑧
矢
野
教
基
（
猪
熊
）
　
▽
同
女
子
＝
①
服

部
昌
子
（
吉
田
）
㊥
野
坂
由
紀
子
（
吉
田
）

▽
六
年
男
子
1
－
①
野
添
光
生
（
宮
田
）
㊤
村

上
克
之
（
猪
熊
）
　
▽
同
女
子
ｕ
①
上
坂
直

子
（
伊
左
座
）
⑧
谷
口
順
子
（
伊
左
塵
）

▽
中
学
男
子
ｕ
①
松
林
新
（
猪
熊
）
㊥
合
戸

晋
一
郎
（
机
）
　
▽
同
女
子
＝
①
長
尾
知
美

（
猪
熊
）
⑧
隈
井
真
紀
（
机
）

【
野
球
】
　
▽
五
年
以
下
の
部
れ
①
伊
左
盛

㊤
吉
田
▽
六
年
の
部
1
－
①
伊
左
座
⑧
頃
宋

父母の応援をうけハッスルプレーが目立った野球大会

年
福
岡
国
体
の
主
力
と
な
る
中
学
生
だ
け
に
タ
イ
ム
に
熱
い
視
線
が
そ

そ
が
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
出
場
し
た
南
中
学
校
の
女
子
が
二
年
ぶ

り
二
回
目
の
絵
△
屋
勝
を
果
し
ま
し
た
。

いつまでも元気で

各地区で敬老会

9月15日は敬老の日、こ

の日は各地区で、お年寄り

を招いて、多採な敬老会が

開かれました。

（写真は猪熊区で〕

おめで　と　う　入選

町民のことば入選者を表賞

「町民のことば」入選者の表洗馬が9月10日、町

長室で行われ、人選された三人に伊藤町長から賞状

と記念品が手渡されました。

町
民
　
の
　
こ
　
と
ば

わ
た
し
た
ち
は
、
山
と
川
に
恵
ま
れ
た
歴

史
あ
る
水
巻
町
を
、
自
然
と
調
和
の
と
れ
た

住
み
よ
い
、
心
ゆ
た
か
な
町
に
す
る
た
塑

次
の
約
束
を
し
ま
す
。

「
自
然
を
大
切
に
し

緑
と
花
の
美
し
い
ま
ち
に
し
ま
す

一
、
教
養
を
た
か
め

文
化
の
か
お
る
ま
ち
に
し
ま
す

一
、
健
康
を
よ
ろ
こ
び

い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
に
し
ま
す

一
、
き
ま
り
を
守
り

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
に
し
ま
す

二
人
を
愛
し
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
に
し
ま
す
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葺
譲
老
人
ホ
ー
ム
遠
賀
静
光
園
（
遠
賀
町

上
別
府
）
で
は
、
入
園
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
入
国
で
き
る
の
は
、
六
十
五
歳
以
上
の

方
で
、
身
体
上
、
精
神
上
、
環
境
上
及
び
経

済
的
な
理
由
に
よ
の
∴
家
で
養
護
を
受
け
る

こ
と
が
困
難
な
万
で
す
。

な
お
、
入
園
さ
れ
る
万
は
、
年
金
等
の
収

入
に
応
じ
て
若
干
の
費
用
負
担
が
必
要
で
す

入
園
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
社

会
課
又
は
遠
賀
静
光
園
（
型
元
三
－
〇
一

二
五
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

福
岡
県
と
福
岡
県
人
材
協
で
は
、
大
学
・

短
大
・
高
専
を
来
春
卒
業
さ
れ
る
万
々
を
対

象
に
、
企
業
と
学
生
と
が
直
接
面
談
す
る
「

合
同
会
社
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

福
間
会
場

▽
日
時
　
ュ
0
月
ュ
3
日
　
ュ
3
時
3
0
分
～
⊥
7
時

▽
場
所
　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
8
階
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
2
－
ュ
0
）

▽
参
加
企
業
福
岡
地
区
・
筑
後
地
区
の
地

場
中
堅
企
業
を
中
心
に
約
百
十
社

北
九
州
会
場

▽
日
時
　
⊥
0
月
ュ
6
日
　
⊥
3
時
3
0
分
～
1
7
時

▽
場
所
九
州
厚
生
年
金
会
館
・
会
議
室
（

北
九
州
市
小
倉
北
区
大
手
町
1
2
の
3
）

▽
参
加
企
業
北
九
州
地
区
・
筑
豊
地
区
の

地
場
中
堅
企
業
を
中
心
に
約
五
十
社

※
詳
し
い
こ
と
の
お
尋
ね
は
福
岡
学
生
職
業

セ
ン
タ
ー
（
⑪
〇
九
ニ
ー
七
一
四
⊥
五

五
六
）
ま
で
。

ろ
お
手
数
で
す
が
、
こ
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
こ
不
明
な
点

は
、
産
業
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

交通共済の加入者募集

1日1円の掛金で最高

100万円の見舞金が受け

られる「交通共済」に加

入しましょう。

なお、9月は更新月、

忘れないように手続きを

して下さい。

こ
の
調
査
は
十
月
一
日
現
在
で
、
飲
食
店

（
バ
ー
、
酒
場
等
を
除
く
）
を
営
む
事
業
所

を
対
象
と
し
て
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

瀬
査
員
が
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
調
査
票

を
皆
さ
ま
方
の
店
舗
に
持
参
し
て
、
記
入
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
「
十
月
七
日
」
ま
で

に
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
お
忙
し
い
と
こ

（

雇
用
促
進
事
業
団
委
託
の
北
九
州
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
職
業

訓
練
講
座
を
開
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

▽
日
程
昼
甘
ュ
0
月
2
5
日
・
2
6
日
、
夜
1
－
ュ
0

月
7
日
・
ュ
0
日
・
1
4
日
・
⊥
7
日

▽
料
金
　
三
千
八
百
円
（
教
材
費
千
二
百
円

は
別
途
必
要
で
す
）

ワ
ー
プ
ロ
入
門
講
座

▽
日
程
尽
甘
ュ
0
月
4
日
・
5
日
、
夜
＝
ュ
0

月
2
1
日
・
2
2
日
・
2
8
日
・
2
9
日

▽
料
金
昼
土
手
八
百
円
、
夜
1
－
四
千
二

百
円
（
教
材
費
八
百
円
が
別
途
必
要
〕

司
法
書
士
受
験
対
策
講
座

▽
日
程
　
ュ
0
月
2
8
日
か
ら
来
年
3
月
3
1
日
ま

で
の
毎
週
火
・
金
曜
日

▽
料
金
　
二
万
円
よ
り

※
申
し
込
み
及
び
お
尋
ね
は
同
セ
ン
タ
ー
（

竺
ハ
空
⊥
二
七
七
五
）
ま
で
。

労
働
者
の
雇
用
促
進
と
企
業
の
労
働
力
確

保
の
援
助
の
た
輿
雇
用
促
進
事
業
団
で
は

公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
で
従
業
員
を
雇
い

入
れ
る
事
業
主
や
団
体
に
、
社
宅
な
ど
の
建

築
資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

▽
貸
付
対
象
の
施
設
　
①
労
働
者
住
宅

⑧
福
祉
施
設
⑨
職
業
訓
練
施
設
④
高
年

齢
者
職
場
改
善

▽
金
利
（
金
利
情
勢
で
変
動
し
ま
す
）

中
小
企
業
＝
年
利
六
・
〇
五
％

大
企
業
1
－
年
利
六
・
四
％

▽
申
し
込
み
詔
和
6
2
年
3
月
3
1
日
ま
で

※
貸
付
金
額
、
申
し
込
み
方
法
、
そ
の
ほ

か
詳
し
い
こ
と
は
、
雇
用
促
進
事
業
団
九
州

支
部
（
℡
〇
九
二
－
四
三
千
三
七
六
六
）

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

はら　しん　じ

原　貴志　く　ん
ｆ唱和60年9月16日生

み
ん
な
僕
を
見
て
、
大
っ
き
い

ネ
／
　
パ
パ
そ
っ
く
り
ネ
／
と
、

い
わ
れ
ま
す
。
水
遊
び
と
、
高
い

所
に
登
る
の
が
大
～
好
き
。
患
い

や
り
の
あ
る
、
元
気
で
明
る
い
子

に
育
っ
て
く
れ
る
事
が
、
マ
マ
の

願
い
で
す
。

（
お
か
の
合
9
棟
）

（
撃
さ
ん
の
勇

▽
試
験
日
時
及
び
場
所

日
時
　
ュ
0
月
2
6
日
　
㍑
時
～
ュ
6
時
3
0
分

場
所
　
九
州
大
学
文
化
系
学
部
講
義
棟

▽
受
験
の
申
込
方
法

受
験
申
込
書
を
福
岡
県
絵
務
部
地
方
課

で
交
付
を
受
け
、
1
0
月
4
日
ま
で
に
県

庁
地
方
課
に
握
出
し
て
下
さ
い
。

※
受
験
資
格
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県

庁
地
方
課
（
電
〇
九
ニ
ー
六
二
ニ
ー
六
三

九
一
）
に
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（

わかばやしま　み

若林真美　ちゃん
暗和60年9月21日生

こ
ん
に
ち
は
〃
‥
真
美
に
と
っ

て
初
め
て
の
こ
の
夏
は
お
と
う
さ

ん
と
一
緒
に
海
に
つ
か
り
ま
し

た
。
大
好
き
な
も
の
は
、
お
散
歩

と
動
物
で
す
。
「
ワ
ン
ワ
ン
」
が

言
え
ま
す
。
ま
だ
伝
え
歩
き
し
か

で
き
ま
せ
ん
が
、
早
く
ア
ン
ヨ
が

上
手
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…
：

（
上
二
町
住
哲
苫

（
撃
さ
ん
の
要
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水
巻
町
職
員
の

採
用
試
験

（
一
般
事
務
職
員
）

▽
採
用
職
種
と
予
定
人
員

一
般
事
務
職
員
婁
竿
名

▽
受
験
資
格

川
昭
和
3
6
年
1
月
2
日
か
ら
昭
和
4
4
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

∽
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。

ア
　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

イ
　
地
方
公
務
員
法
第
ュ
6
条
に
該
当
す

る
者

▽
受
験
手
続
お
よ
び
受
付
期
間

≡
．
．
1
1
・
・
一
≡
1
．
，
ヽ
く
三
≡
．
．
～
・
三
≡
．
～
．
≡
1
．
．
．
～
．
．
三
．
－
．
ヽ
ノ
ヽ
．
三
ｌ

川
申
込
み
先

水
巻
町
役
場
総
務
課
人
事
係

∽
受
付
期
間

9
月
ュ
6
日
か
ら
1
0
月
ュ
1
日
ま
で

○
平
日
　
8
時
3
0
分
か
ら
1
7
時
ま
で

○
土
曜
　
8
時
3
0
分
か
ら
正
午
ま
で

▽
試
験
日
及
び
場
所

ュ
1
月
9
日
（
日
）

水
巻
町
立
水
巻
南
中
学
校

▽
申
込
み
の
方
法

申
込
み
用
紙
を
水
巻
町
役
場
絵
務
課
人

事
係
で
交
付
を
受
け
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
捷
出
く
だ
さ
い
。

※
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
水

巻
町
役
場
絵
務
課
人
事
係
（
二
〇
千
四

三
≡
内
線
≡
三
、
三
四
）
ま
で
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
筆
画
の

通
信
満
座
で
軍
曹
を

こ
の
講
座
の
利
点
は
、
リ
ポ
ー
ト
の
添
削

が
中
心
で
、
だ
れ
で
も
自
宅
に
い
な
が
ら
自

分
の
都
合
の
よ
い
時
間
に
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
学
べ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

▽
講
座
名
書
道
、
硬
筆
、
絵
画
、
囲

碁
、
園
芸
、
写
実
、
ビ
デ
オ
、
母
と
子

の
書
き
方
、
母
と
子
の
リ
ズ
ム
あ
そ
び

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
漢
詩
、
仏
典
入

門
、
古
典
、
美
し
い
日
本
語
、
文
革
、

小
論
文
・
作
文
セ
ミ
ナ
ー
、
国
語
、
日

本
史
、
古
代
、
英
語
、
数
学
、
簿
記
、

俳
句
友
の
会
、
短
歌
友
の
会

▽
受
付
期
間
　
ュ
0
月
1
5
日
（
水
）
ま
で

※
詳
し
い
案
内
書
こ
希
望
の
万
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

壁
面
八
Ｅ
六
十
一
係
（
三
八
六
東
京

都
国
立
市
富
士
見
台
二
－
三
六
）
に
講
座

名
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
ハ
ガ
幸
に
記
入
し
て
請
求
く
だ
さ
い

ま
た
、
受
講
予
約
の
受
付
も
い
た
し
凄

す
の
で
、
広
報
係
（
魯
〇
四
二
五
－
七
ニ

ー
三
一
五
一
）
に
電
話
く
だ
さ
い
。

三
宅
　
進
　
殿

▽
猪
熊
　
　
故
・
渕
本
達
也
　
殿

渕
本
育
代
　
殿

魚
　
の
　
鰭
　
も
　
の

～
．
章
～
．
妻
～
．
一
≡
．
．
－
～
童
ｌ
一
～
．
三
≡
．
～
．
≡
…
ｌ
一
．
）

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
々
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
、
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
し
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
頃
宋
　
　
故
・
山
本
久
仁
殿

山
本
蓉
子
　
殿

▽
樋
口
　
　
故
・
三
宅
ヨ
シ
　
殿

頃
宋
小
学
校
は
、
晒
和
十
一
年
六
月
に
現

在
地
に
創
立
さ
れ
、
今
年
で
五
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
現
在
、
卒
業
生
が
中
心
と
な
っ

て
創
立
五
十
周
年
の
記
念
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
「
校
歌
碑
の
建
立
」
「
記
念
誌

の
出
版
」
を
予
定
し
、
創
立
当
時
の
写
真
、

学
級
写
裏
、
学
級
の
思
い
出
、
そ
の
他
頃
宋

小
学
校
に
関
す
る
資
料
を
捜
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
頃
東
金
療
（
些
一
〇

丁
六
〇
六
六
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

援護業務移動相談

10月2日・八幡西区役所

じ＞日時　10月2日　Ｃ木〕

午前10時一午後3時30分

レ場所　八幡西区役所・第32号会議室
館642－1441

♭相談事項：①旧軍人等の恩給について　⑧戦

傷病者に対する援護について（彰戦没者等

の遺族に対する1愛護について（∋旧軍

人等の叙位叙勲について（参中国等か

らの引揚者及び末引揚者に対する援護

について　⑨その他、援護業務全般

無料調停相談会
10月15日・岡垣東部公民館

折尾調停協会では、次のとおり無料調停
相談会を開きます。布票決内容については秘
密が守られます。
［＞日時　10月16日　Ｃ木）

午前10時一年後3時
Ｄ場所　岡垣町山田「東部公民館」
Ｄ種括衆事項：◎金銭問題　◎土地・家道義問

題　◎交通事故　◎家庭間題　など
※裁判官と調停委員が相談に応じ、当事者
間に合意が成立すると調書が作成されま
す。この詞書には判決と同じ効力があり
ます。

行政相談所を開設

10月13日・町民会館

10月12日から18日までの1週間は、「行政相
談ｉ園間」です。
この週間中の行事として、次のとおり行政相
談所が開設されます。役場や国・県などの行政
にかかわる仕事について、苦情や要望などがあ
りましたら、この磯会にお気軽にこ相召炎くださ

い。相談は無専科で秘密は堅く守られます。
じ＞日時　10月13日　Ｃ月）

年後1時～3時
【＞場所　水巻町・町民会館
※相談を受ける当町の行政職炎委員は畳沢伝三
さんです。
※当日は、社会福祉協議会主催の「ま去律種ｒ談」
と合同で行います。

10月の心配ごと相談

他人に話せず1人でくよくよ一悩んでいません

か－？　社会・福祉協議会主催の無料相談が開か
れます。お気軽に相談ください。秘密は堅く守

ります。

ｔ＞日時　10月20日、10月27日

午後1時一午後4時
【＞場所　水巻町民会館「日本間」
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そ
の
他
個
人
相
談

撞
母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に

い
っ
た
オ
モ
チ
ャ
を
持
参
く
だ
さ
い
。

四

カ

月

児

健

診

一
歳
六
カ
月
児
健
診

▽
日
時
　
ュ
0
月
2
3
日
（
木
）

受
付
日
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
対
象
一
歳
六
カ
月
児
か
ら

一
歳
八
カ
月
児
ま
で

▽
内
容
身
体
計
測
、
歯
の
診
察
、
個
人
相

談
を
行
い
ま
す
。

※
孟
供
の
身
体
や
心
の
発
達
に
つ
い
て
、
何

で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

※
今
回
は
、
歯
医
者
さ
ん
に
よ
る
歯
の
診
察

が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
ュ
0
月
3
日
（
金
）

○
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

※
四
カ
月
児
（
6
1
年
5
月
9
日
か
ら
6
1
年

6
月
5
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
辛
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
牛
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
な
い

万
は
、
健
康
対
策
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

帯
、
非
課
馨
帯
は
無
料
で
す
）
。

※
肺
が
ん
検
査
は
希
望
者
の
み
で
、
受
診
日

の
七
日
前
か
ら
疫
を
取
り
ま
す
の
で
容
器

を
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

※
定
員
は
成
人
病
検
診
と
胃
が
ん
検
査
が
、

そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
人
、
肺
が
ん
検
査
は
二

十
人
で
す
。
早
め
に
健
康
対
策
係
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

子
宮
・
乳
が
ん
検
診

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
　
ュ
0
月
6
日
（
月
）

ュ
0
月
2
0
日
（
月
）

午
前
1
0
時

▽
日
時
　
1
0
月
7
日
（
火
）

受
付
＝
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
料
金
　
子
宮
が
ん
　
五
百
円

乳
　
が
ん
　
五
百
円

▽
定
員
　
子
宮
が
ん
　
八
〇
人

乳
　
が
ん
　
五
〇
人

※
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
は
同
時
に
受
診
で
き

ま
す
。
電
話
で
も
受
付
け
い
た
し
ま
す
の

で
健
康
対
策
係
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

成
　
人
　
病
　
検
　
診

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
内
容
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、
母
子
手

帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の
説
明
及
び

個
人
相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
、
ュ
0
日

以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

⑧
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

⑨
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。

乳ガンのできやすいところ

′二㌘二、

七
カ
月
児
健
診

▽
日
時
　
1
0
月
ュ
3
日
（
月
）

受
付
日
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
対
象
　
七
カ
月
児
か
ら
八
カ
月
児
ま
で

▽
内
容
身
体
計
測
、
運
動
発
達
の
観
察
、

▽
日
時
　
1
0
月
2
5
日
（
土
）

午
前
8
時
3
0
分
～
午
前
ュ
1
時

▽
場
所
　
高
松
団
地
集
会
場

▽
内
容
　
【
一
次
検
診
】
検
尿
、
血
圧
測
定

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
医
師
の
診
察

【
精
密
検
診
】
血
液
検
査
（
貧
血
、
血

糖
、
肝
機
能
、
捻
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

中
性
脂
肪
）
、
心
電
図
検
査
。

▽
料
金
　
精
密
検
診
、
胃
が
ん
検
査
、
肺
が

ん
検
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
百
円
。
（
但

し
、
七
〇
歳
以
上
の
方
、
生
清
尿
護
世

（

自宅 でで きる乳 がんの 自己検診法 、

よ く 観 察 し て

早 期 発 見 を

（Ｄ鎌の前に立ち、自分の乳房の大きさ、形、

くぼみの有無、乳首の位置、ただれの有無

など左右をよく見ます。このような観察を、

注意しながら両手をあげたときと下げたと

者の 2回行います。

②つぎにあお向けに寝て、検査をする乳房の

反対側の手で、乳房の中心から周辺へ指を

そろえて静かに軽く圧迫しながら触れてい

きます。このとき、決してつまんではいけ

ません。つまんで感じる 「しこり」は正常

な乳腺であることが多いからです。

（勤つぎに、わきの下に深く指先を入れ、しこ

りを探します。

④最後に、乳首から血性の分泌物が出ないか

どうかを確認します。

拉※霜痺

1
0
月
の
し
尿

収
集
予
定
日

1
日
立
屋
敷
、
頃
宋
（
1
、
2
、
3
、
4

7
、
1
0
区
）
、
猪
熊
6
区

2
日
吉
田
二
6
区
、
吉
田
三
5
区
、
頃
宋

（
7
、
8
、
1
6
区
）
、
猪
熊
2
区

3
日
吉
田
三
（
2
、
5
巨
、
頃
宋
（
2
2

2
3
区
、
唐
熊
県
住
）
、
猪
熊
⊥
0
区

4
日
吉
田
二
（
1
、
2
匡
、
吉
田
三
（

1

、

2

、

3

、

5

、

6

区

）

、

頃

宋

（

2

2

2
4
区
、
唐
熊
県
住
）
、
猪
熊
（
2
、
4
、

5
区
）

6
日
吉
田
二
（
1
、
2
区
）
、
青
田
三
（

6
、
8
、
ュ
1
区
、
緑
風
園
）
、
猪
熊
（
2
、

3
、
1
0
区
）
月
2
回
ま
わ
り
（
環
境
整
備

セ
ン
タ
ー
、
太
洋
社
）

7
日
下
二
（
7
、
8
区
）
、
林
住
宅
、
吉
田

三
（
緑
風
園
）
、
頃
宋
（
1
、
5
、
ュ
7
区
）

8
日
吉
田
三
（
垣
添
町
住
）
、
頃
宋
（
9
、

ュ
0
、
㌢
堕
坤
二
聖
2
1
、
2
5
区
）
、

新
生
街
（
山
ノ
ロ
団
地
）

9
日
立
虚
敷
、
伊
左
座
、
下
二
、
吉
田
一

（
川
端
通
り
）
、
頃
宋
（
6
、
望
2
1
区
、

み
ず
ま
き
苑
、
松
栄
荘
団
地
）

日
日
二
、
下
二
、
宮
田
一
（
4
、
5
、
6

7
、
8
区
、
片
山
）
、
吉
田
二
へ
滑
石
、

宮
尾
、
本
村
）
、
頃
宋
（
ュ
1
、
⊥
3
、
ュ
4
区

松
栄
荘
団
地
）
、
美
音
野
団
地

1
3
日
立
屋
敷
、
二
（
1
、
6
区
）
、
吉
田

一
3
区
（
月
夜
待
）
、
吉
田
二
（
3
、
5

区
、
大
橋
県
道
筋
）
、
美
音
野
団
地
、
古

賀
、
新
生
街
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健
　
康
　
相
　
談

▽
日
時
及
び
場
所

☆
ュ
0
月
3
日
役
場
健
康
相
談
室

☆
1
0
月
7
日
　
机
山
荘

☆
ュ
0
月
2
8
日
　
猪
熊
公
民
館

〇
時
間
＝
い
ず
れ
も
1
0
時
～
1
1
時

▽
相
談
内
容
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人
相

談
。
こ
希
望
の
万
に
は
、
塩
分
テ
ス
ト

を
行
い
ま
す
の
で
、
朝
作
っ
た
「
み
そ

汁
」
を
少
々
持
参
く
だ
さ
い
。

一

し
、
北
九
州
繚
合
療
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
専
門

の
訓
練
士
を
招
き
、
言
語
訓
練
、
機
能
訓
練

を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
役
場
健
康
対
策

係
ま
で
。
（
予
約
制
で
す
）

▽
日
時
　
1
0
月
ュ
7
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
5
時

▽
場
所
遠
賀
保
健
所

小
児
マ
ヒ
予
防
の
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
募
集

▽
対
象
児
　
生
後
三
カ
月
か
ら
四
歳
ま
で

の
乳
幼
児
で
、
ま
だ
一
度
も
生
ワ
ク
の

服
用
を
受
け
て
な
い
か
、
一
度
だ
け
し

か
服
用
し
て
な
い
孟
㌢

▽
日
　
時
　
⊥
0
月
9
日
（
木
）

○
受
付
1
－
⊥
3
時
5
0
分
～
ュ
4
時
3
0
分

▽
場
　
所
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

療

　

育

　

訓

　

練

こ
と
ば
の
遅
れ
や
身
体
発
達
の
遅
れ
に
対

掲
載
こ
希
望
の
万
（
一
歳
未
満
）
は
、
①

お
子
さ
ん
の
名
前
（
フ
リ
ガ
ナ
記
入
）
と
生

年
月
日
⑧
両
親
の
名
前
在
所
追
詰
番
号

㊥
紹
介
文
書
（
約
8
0
字
）
を
記
入
し
、
「
写

真
」
を
添
え
て
総
務
課
庶
務
係
「
元
気
な
赤

ち
ゃ
ん
」
コ
ー
ナ
ー
に
お
送
り
下
さ
い
。

▽
注
意
事
項
①
当
日
の
朝
、
体
温
を
計

っ
て
釆
る
こ
と
④
母
子
手
帳
を
持
参

く
だ
さ
い
　
㊥
問
診
票
は
当
日
会
場
に

お
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
「
筆
記
具
」

と
「
印
か
ん
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
次
の
子
供
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

①
当
日
、
熱
が
あ
っ
た
り
、
下
痢
を
し

て
い
る
孟
供
　
⑧
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し

て
一
年
以
上
経
過
し
て
な
い
子
供
　
⑨

は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な
ど
に

か
か
っ
て
一
カ
月
経
過
し
て
な
い
子
供

※
そ
の
他
、
心
配
な
点
は
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

10月の保健ごよみ

日 曜 事　 業　 名 時　　 間 甥「∴∴言所

3 金
健康相談 10：00～11：00 役場健康相談室

4 ヵ月児健診 13：00～13：30 役場101大会議室

6 月 母子手帳の交付 10：00～11：00 役場101大会議室

7 火
健康相談 10：00～11：00 机山荘

子宮・乳ガン検診 13：00～13：30 役場101大会議室

9 木 生ワク投与 13：50～14：30 役場101大会議室

13 月 7 ヵ月児健診 13：00～・13：30 役場101大会議室

16 木 健康教室 13：00～13：30 役場101大会議室

17 金 療育訓練 13：00～17：00 遠賀保健所（予約者のみ）

20 月 母子手帳の交付 10：00～11：00 役場101大会議室

23 木 1‾歳6ヵ月児健診 13：00～13：30 役場101大会議室

25 土 成人病健診 8 ：30～11：00 高松団地集会所

28 火 健康相談 10：00～11：00 猪熊公民館

30 木 3 歳児健診 13：00－〉14：00 役場101大会議室

1
4
日
二
、
二
町
住
、
吉
田
一
1
区
、
吉
田

二
（
6
、
7
、
8
区
、
イ
ワ
ゼ
町
住
、
宮

尾
、
御
輪
地
、
大
橋
県
道
筋
）
、
美
吉
野

団
地
、
古
賀
、
机

1
5
日
二
町
住
、
下
二
町
住
、
吉
田
一
3
区

（
商
店
街
）
、
書
聖
一
（
車
返
し
）

1
6
日
吉
田
団
地
（
ュ
9
～
輿
2
7
～
4
3
、
4
6

～
5
6
棟
）
、
樋
口
（
卯
月
、
中
井
樋
口
）

1
7
日
二
（
野
間
町
住
）
、
吉
田
団
地
（
⊥

～
6
、
8
～
望
⊥
6
～
堕
2
3
～
響
4
4
、

彗
5

7
、
8
3
～
璧
9
4
～
1
0
1
、
1
0
9
～
1
1

3
、

棟
）
、
樋
口

1
8
日
二
、
吉
田
田
地
（
7
、
ュ1
～
堕
6
0

～
7
3
、
7
6
～
輿
8
7
～
輿
1
02
～
1
0
5
、

1
0
8
棟
）
、
猪
輿
古
賀

2
0
日
下
二
（
1
、
2
、
3
区
）
、
吉
田
団

地
分
譲
、
猪
熊
町
住

21
日
二
（
1
、
2
区
）
、
下
二
2
区
、
宮
田

二
（
9
～
㍑
区
、
本
村
）
、
古
賀
県
住
、

月
2
回
ま
わ
り
（
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
、

太
洋
社
）

2
2
日
伊
左
座
、
二
（
ュ
、
3
、
4
、
6

区
）
、
猪
輿
．
樋
口

2
3
日
伊
左
座
（
2
、
3
区
）
、
二
（
1
、

2
、
4
、
5
区
）
、
下
二
（
4
、
7
、
8
、

ュ
0
区
、
双
葉
荘
、
幼
稚
園
通
り
）
、
樋
口

（
赤
水
、
川
端
通
り
）

24
日
伊
左
座
（
3
、
5
区
）
、
下
ニ
（
5
、

6
、
7
区
、
幼
稚
園
通
り
）

2
5
日
み
ず
ほ
団
地
（
1
、
2
、
3
、
4
区
）

27
日
み
ず
ほ
団
地
（
⊥
、
2
、
3
、
4
、

5
区
）
、
猪
熊
、
頃
宋

2
8
日
猪
熊
、
樋
口

2
9
日
猪
熊
、
樋
口



男

　

一

　

代

た
だ
ち
に
亭
蔵
か
ら
入
院
中
の
要
平
に
、
二
十
人
の
芦

屋
組
を
編
成
し
て
く
れ
と
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

要
平
は
、
芦
屋
船
頭
と
自
分
の
部
下
を
配
し
、
病
気
で
行

か
れ
な
い
の
を
詫
び
て
二
十
人
を
上
京
さ
せ
た
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
事
件
が
筑
豊
の
ヤ
マ
へ
伝
わ
る
と
、
機
雷
と
つ

な
が
り
の
あ
る
者
が
ぞ
く
ぞ
く
関
門
海
峡
を
渡
り
、
丸
に

吉
の
字
を
染
め
抜
い
た
半
天
に
、
ド
ス
や
ピ
ス
ト
ル
を
持

っ
た
男
が
、
東
京
駅
に
お
り
た
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
五
月
二
十
七
日
の
東
京
日
日
新
聞
は
、

つ
ぎ
の
如
く
報
じ
て
い
る
。

「
九
州
第
一
の
大
親
分
で
、
若
松
市
選
出
憲
政
会
代
議

士
吉
田
磯
吉
の
子
分
岡
部
亭
蔵
、
花
田
準
迄
の
二
名
に
指

揮
さ
れ
て
、
二
十
三
日
か
ら
大
頭
株
は
特
急
列
車
で
、
そ

の
他
は
三
等
急
行
で
人
目
を
忍
ん
で
続
々
東
上
申
で
、
す

で
に
三
石
名
に
達
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
（
後
略
）
」

さ
ら
に
二
十
八
日
の
同
紙
に
よ
る
と
、

「
三
十
日
、
神
田
青
年
会
館
で
開
か
れ
る
郵
船
会
社
の

総
会
に
、
九
州
の
大
親
分
代
議
士
吉
田
磯
吉
氏
の
子
分
、

す
で
に
三
百
名
上
京
し
て
お
り
、
今
夜
よ
り
明
日
に
か
け

て
、
な
お
四
百
名
以
上
上
京
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
子
分
は
、
い
わ
ゆ
る
炭
坑
太
郎
と
称
す
る
血
気
の
面
々

で
、
何
事
か
知
ら
ず
、
た
だ
吉
田
磯
吉
代
議
士
の
身
辺
危

急
と
聞
き
続
々
上
京
す
る
の
で
、
こ
の
う
え
何
百
人
入
京

す
る
か
見
当
が
つ
か
ぬ
有
様
で
、
先
着
の
面
々
は
宿
所
の

按
配
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
（
後
略
）
」

こ
の
行
動
に
対
し
て
、
政
友
会
と
院
外
団
の
連
中
は
い

き
り
た
っ
た
。

「
な
に
ご
と
ぞ
、
今
の
内
閣
は
政
友
会
で
あ
る
ぞ
。
そ

れ
を
野
党
が
無
理
押
し
す
る
と
は
け
し
か
ら
ん
、
あ
く
ま

で
も
実
行
し
て
目
的
を
達
成
せ
よ
」

そ
こ
で
壮
士
一
首
名
を
一
株
主
に
仕
立
て
て
、
総
会
へ

送
り
込
む
手
は
ず
を
と
と
の
え
た
。

い
よ
い
よ
五
月
三
十
日
、
日
本
郵
船
の
株
主
総
会
が
神

田
美
土
町
の
青
年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
麹
町
周
辺
に
泊

っ
て
い
た
九
州
の
炭
坑
太
郎
は
、
い
つ
で
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
万
全
の
準
備
を
と
と
の
え
た
。
そ
の
数
約
五
百
人
。

い
っ
ほ
う
政
友
会
側
は
、
洲
崎
に
五
十
人
、
神
田
神
保
町

に
三
十
人
、
本
所
に
三
十
人
院
外
団
を
待
機
さ
せ
て
、
炭

坑
太
郎
を
牽
制
し
た
。

と
こ
ろ
が
総
会
開
催
直
前
に
な
っ
て
政
友
会
か
ら
の
指

令
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
磯
吉
の
気
迫
に
押
さ
れ
た

の
か
、
一
株
主
の
院
外
団
の
連
中
は
委
任
状
を
提
出
し
て

一
人
も
出
席
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
破
乱
の
予
想

さ
れ
た
総
会
は
、
十
数
分
で
終
了
し
た
。
翌
日
の
新
聞
に

い
っ
か
つ

「
吉
田
親
分
の
一
喝
」
と
の
見
出
し
で
、
「
相
手
が
折
れ

り
や
、
こ
ち
ら
も
手
を
引
く
」
と
の
磯
吉
の
談
話
が
の
せ

ら
れ
て
、
こ
の
事
件
は
無
事
解
決
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
要
平
は
、
三
好
鉱
業
（
大

正
八
年
に
三
好
炭
鉱
を
改
称
）
を
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
は
ま
ず
当
時
の
筑
豊
の
政
界

を
書
く
必
要
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
筑
豊
地
方
は
、
明
治
時
代
か
ら
政
友
会
の
金

城
湯
池
の
地
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
最
初
に
筑
豊
へ
進
出
し

た
中
央
大
手
の
三
井
財
閥
の
大
番
頭
、
元
農
務
大
臣
井
上

か
お
る
馨
が
政
友
会
の
大
立
者
で
あ
っ
た
に
よ
る
。
そ
の
た
め
に

井
上
の
庇
護
を
う
け
た
地
元
大
手
の
麻
生
、
員
島
ら
が
政

友
会
へ
入
党
し
、
ひ
い
て
は
筑
豊
財
界
の
ほ
と
ん
ど
が
入

党
し
た
。
そ
の
う
え
麻
生
太
吉
、
伊
藤
伝
右
衛
門
、
蔵
内

次
郎
作
、
三
好
徳
松
な
ど
の
鉱
主
が
政
友
会
の
代
議
士
に

な
る
に
お
よ
ん
で
、
筑
豊
の
地
盤
は
不
動
の
も
の
に
な
っ

て
い
っ
た
。
な
か
で
も
大
正
九
年
に
三
好
徳
松
が
初
当
選

し
た
総
選
挙
で
は
、
福
岡
県
の
衆
議
院
議
員
定
数
十
九
人

中
に
政
友
会
十
三
人
、
憲
政
会
三
人
、
そ
の
他
三
人
と
な

っ
て
、
あ
た
か
も
福
岡
県
は
政
友
会
王
国
の
観
が
あ
っ

た
。と
こ
ろ
が
反
骨
精
神
の
旺
盛
な
吉
田
磯
吉
は
、
「
政
友

会
に
あ
ら
ざ
れ
ば
人
に
あ
ら
ず
」
、
に
反
撥
し
て
、
大
隈
重

信
、
尾
崎
行
雄
ら
に
同
調
し
て
、
大
正
四
年
に
青
政
会
へ

入
党
し
て
代
議
士
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
要
平
も
入
党
し

た
が
、
そ
の
後
、
鉱
主
三
好
徳
松
が
政
友
会
の
代
議
士
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
両
者
は
対
立
す
る
関
係
と
な
っ
た
。

そ
の
う
え
日
本
郵
船
事
件
で
要
平
が
会
社
の
部
下
を
狼
だ

ん
で
上
京
さ
せ
た
の
が
重
な
っ
て
、
三
好
と
の
溝
は
ま
す

ま
す
深
く
な
っ
て
い
っ
た
。

今
な
れ
ば
、
ど
の
政
党
に
だ
れ
が
入
党
し
ょ
う
が
自
由

で
あ
る
が
、
昔
は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。
炭
鉱
の
大
手

は
い
ざ
知
ら
ず
、
中
小
の
ヤ
マ
で
は
無
産
党
員
な
れ
ば
直

ち
に
解
雇
、
ま
た
幹
部
が
反
対
政
党
で
あ
っ
て
も
永
く
は

お
か
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
筑
豊
は
政
争
の
は
げ
し
い
と

こ
ろ
、
水
巻
村
に
お
い
て
も
明
治
二
十
三
年
の
初
代
村
長

か
ら
大
正
十
一
年
の
十
六
代
村
長
に
至
る
三
十
二
年
間
に
、

村
長
の
短
い
の
は
半
年
、
永
く
て
三
年
で
交
代
し
て
い
た

時
代
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
要
平
に
お
い
て
も
、
鉱
主
か
ら
の
圧
力
が
日

増
し
に
か
か
っ
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
つ
づ
く
）
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